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病
院
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域
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療
推
進
室

成
二
十
六
年
産
水
稲
の
指
定
種
子
生

用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
（
農
業

地
改
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事
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計
画
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条
若
し
く
は
法
第
七
十

て
、
必
要
な
書
類
の
閲

「
費
用
の
額
」
に
、
「
の
徴
収

乗
じ
て
得
た
額
以
下
の
金
額
を

ら
ナ
ま
で
と
し
、
タ
の
前
に
次

カ

法
第
五
十
五
条
の
四

ヨ

法
第
五
十
五
条
の
五

こ
れ
ら
の
者
の
雇
主
そ

第
三
十
条
第
一
項
第
一
号
中

の
よ
う
に
加
え
る
。

リ

法
第
二
十
九
条
第
一

ム

法
第
七
十
八
条
第
三

を
受
け
た
者
等
か
ら
費

の
四
十
を
乗
じ
て
得
た

ウ

法
第
七
十
八
条
の
二

当
該
被
保
護
者
に
対
し

ヰ

法
第
七
十
八
条
の
二

当
該
被
保
護
者
に
対
し

第
三
十
条
第
一
項
第
一
号
ツ

山
口
県
規
則
第
三
十
二
号

山
口
県
事
務
委
任
規
則

山
口
県
事
務
委
任
規
則
（
昭

す
る
。

第
三
十
条
第
一
項
第
一
号
イ

第
五
項
」
を
「
同
条
第
九
項
」

中
ラ
を
ク
と
し
、
ナ
を
オ
と
し

規

山
口
県
事
務
委
任
規
則
の
一

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十

八
条
の
規
定
の
施
行
の
た
め
に
必

覧
若
し
く
は
資
料
の
提
供
又
は
報

を
行
う
」
を
「
を
徴
収
し
、
及
び

徴
収
す
る
」
に
改
め
、
同
号
中
ツ

の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
就
労

の
規
定
に
基
づ
き
、
被
保
護
者
若

の
他
の
関
係
人
に
報
告
を
求
め
る

ヲ
を
ワ
と
し
、
リ
か
ら
ル
ま
で
を

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
護
の
決

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
不
正
な
手

用
の
額
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収

額
以
下
の
金
額
を
徴
収
す
る
こ
と

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
被
保

て
保
護
金
品
を
交
付
す
る
際
に
徴

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
被
保

て
就
労
自
立
給
付
金
を
支
給
す
る

中
「
第
七
十
八
条
」
を
「
第
七
十

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

和
四
十
四
年
山
口
県
規
則
第
二
十

中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「

に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
つ
い
て
」

、
ネ
を
ノ
と
し
、
ノ
の
前
に
次
の

則

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

七
日

山
口

一

要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お

告
を
求
め
る
こ
と
。

そ
の
徴
収
す
る
額
に
百
分
の
四
十

を
ラ
と
し
、
ワ
か
ら
ソ
ま
で
を
タ

自
立
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
。

し
く
は
被
保
護
者
で
あ
つ
た
者
又

こ
と
。

ヌ
か
ら
ヲ
ま
で
と
し
、
ヌ
の
前
に

定
若
し
く
は
実
施
又
は
法
第
七
十

段
に
よ
り
就
労
自
立
給
付
金
の
支

し
、
及
び
そ
の
徴
収
す
る
額
に
百

。護
者
が
申
し
出
た
場
合
に
お
い
て

収
金
を
徴
収
す
る
こ
と
。

護
者
が
申
し
出
た
場
合
に
お
い
て

際
に
徴
収
金
を
徴
収
す
る
こ
と
。

八
条
第
一
項
」
に
、
「
費
用
」

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

第
二
十
四
条
第
三
項
」
に
、
「
同

を
「
報
告
を
求
め
」
に
改
め
、
同

よ
う
に
加
え
る
。

布
す
る
。

県
知
事

村

岡

嗣

政

い をかは次七 給分、、を 正条号

規

則
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別中
一
の

る
」

設
住

四
十

に
改

山 口

災
す
る第第

項
」第

第
一第

（定期）県 報

災
山

第 号

第
項
」

は
」こ

て
日
常
の
生
活
上
特
別
な
配

と
し
て
設
置
す
る
こ
と
が
で

記
一
の
一
中
「
収
容
施
設
」
を

「
避
難
所
に
は
」
を
「
避
難
所
は

一
の
１
の

中
「
三
百
円
」
を

を
「
に
供
与
す
る
」
に
改
め
、
別

宅
は
」
に
、
「
を
収
容
す
る
」
を

万
千
円
」
を
「
二
百
五
十
三
万
円

め
、
別
記
一
の
一
の
２
の

を
次

老
人
居
宅
介
護
等
事
業
等

害
救
助
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十

。十
三
条
中
「
第
二
十
四
条
第
五
項

十
五
条
中
「
第
二
十
七
条
第
四

に
改
め
る
。

十
六
条
第
二
項
中
「
第
十
六
条
」

項
」
に
改
め
る
。

十
七
条
中
「
第
四
十
四
条
」
を

害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

口
県
規
則
第
三
十
三
号

災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部

三
十
条
第
一
項
第
一
号
チ
を
削
り

に
改
め
、
「
同
条
第
一
項
の
」
の

を
加
え
、
同
号
中
ト
を
チ
と
し
、

ト

法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規

同
居
の
親
族
又
は
保
護
の
開
始

者
で
あ
つ
た
者
に
報
告
を
求
め

附

則

の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月

慮
を
要
す
る
複
数
の
も
の
に
供

き
る
。

「
避
難
所
及
び
応
急
仮
設
住
宅
」

」
に
、
「
を
収
容
す
る
」
を
「

「
三
百
十
円
」
に
改
め
、
別
記
一

記
一
の
一
の
２
の

中
「
応
急

「
に
供
与
す
る
」
に
改
め
、
別

」
に
改
め
、
別
記
一
の
一
の
２

の
よ
う
に
改
め
る
。

を
利
用
し
や
す
い
構
造
及
び
設

六
年
山
口
県
規
則
第
三
十
二
号

」
を
「
第
七
条
第
五
項
」
に
改

項
」
を
「
第
十
条
第
三
項
に
お
い

を
「
第
十
条
第
一
項
」
に
、
「

「
第
二
十
九
条
」
に
改
め
る
。

正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

山
口
県
知

を
改
正
す
る
規
則

、
同
号
ト
中
「
第
二
十
八
条
第

下
に
「
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く

ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る

定
に
基
づ
き
、
要
保
護
者
の
扶

若
し
く
は
変
更
の
申
請
の
当
時

る
こ
と
。

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

与
す
る
施
設
を
応
急
仮
設
住
宅

に
改
め
、
別
記
一
の
一
の
１
の

に
供
与
す
る
」
に
改
め
、
別
記

の
一
の
１
の

中
「
を
収
容
す

仮
設
住
宅
に
は
」
を
「
応
急
仮

記
一
の
一
の
２
の

中
「
二
百

の

中
「

に
」
を
「

に
」

備
を
有
し
、
高
齢
者
等
で
あ
つ

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

め
る
。

て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
四

第
二
十
一
条
」
を
「
第
十
五
条

る
。

事

村

岡

嗣

政

四
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
五

は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
若
し
く

。養
義
務
者
若
し
く
は
そ
の
他
の

要
保
護
者
若
し
く
は
こ
れ
ら
の

一
か
ら
十
三
ま
で
に
定

た
者
」
を
「
被
災
者
」
に
、
「

「
又
は
」
を
加
え
、
別
記
一
の

を
「
五
十
四
万
七
千
円
」
に
改

に
、
「
十
六
万
八
百
円
」
を
「

「
各
般
」
に
改
め
、
別
記
一
の

記
一
の
十
一
の
４
の

中
「
五

「
災
害
に
か
か
つ
た
者
」
を
「

十
四

実
施
上
の
特
例

夏
季（
四

月

か
ら

九

月

ま
で

）

冬
季（
十

月

か
ら

翌
年
三
月
ま
で

）

備
考

六
人
以
上
の
世
帯
に
つ

に
、
夏
季
に
あ
つ
て
は
二
、

額
と
す
る
。

別
記
一
の
四
の
２
の

中
「

冬
季（
十

月

か
ら

翌
年
三
月
ま
で

）

備
考

六
人
以
上
の
世
帯
に
つ

に
、
夏
季
に
あ
つ
て
は
七
、

た
額
と
す
る
。

別
記
一
の
三
の
３
の

の
表

季

別
世
帯
区
分

一
人

別
記
一
の
一
の
２
の

中
「

の
二
中
「
炊
出
し
」
を
「
炊
き

円
」
を
「
千
四
十
円
」
に
、
「

表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

季

別
世
帯
区
分

一
人

夏
季（
四

月

か
ら

九

月

ま
で

）
め
る
基
準
に
よ
り
難
い
特
別
の
事

、
身
体
」
を
「
若
し
く
は
身
体
」

六
中
「
災
害
に
か
か
つ
た
」
を
「

め
、
別
記
一
の
九
の
３
中
「
二
十

十
六
万
四
千
八
百
円
」
に
改
め
、

十
一
の
４
の

中
「
三
千
三
百
円

千
円
」
を
「
五
千
二
百
円
」
に
改

被
災
者
」
に
改
め
、
別
記
一
の
十

円
、

円
、

円
、

、

、

、

い
て
は
、
五
人
世
帯
の
額
に
、
五
人

五
〇
〇
円
を
、
冬
季
に
あ
つ
て
は
三

助
産
婦
」
を
「
助
産
師
」
に
改
め

、

、

、

い
て
は
、
五
人
世
帯
の
額
に
、
五
人

五
〇
〇
円
を
、
冬
季
に
あ
つ
て
は
一

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

世
帯

二
人
世
帯

三
人
世
帯

四

を
こ
れ
に
収
容
す
る
」
を
「
に
こ

出
し
」
に
、
「
収
容
さ
れ
た
」
を

縁
故
地
帯
等
」
を
「
縁
故
地
等
」

世
帯

二
人
世
帯

三
人
世
帯

四

円
、

円
、

円
、

情
が
あ
る
と
き
は
、
知
事
が
内
閣

に
改
め
、
「
捜
索
し
、
」
の
下

被
災
し
た
」
に
、
「
五
十
二
万
円

万
千
円
」
を
「
二
十
万
六
千
円

別
記
一
の
十
の
１
中
「
四
囲
」

」
を
「
三
千
四
百
円
」
に
改
め
、

め
、
別
記
一
の
十
三
の
１
の

四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

円
、

円
、

、

、

を
超
え
一
人
増
す
ご
と

、
四
〇
〇
円
を
加
え
た

、
別
記
一
の
五
中
「
災
害
に
か
か

、

、

を
超
え
一
人
増
す
ご
と

〇
、
七
〇
〇
円
を
加
え

人
世
帯

五
人
世
帯

れ
を
供
与
す
る
」
に
改
め
、
別
記

「
避
難
し
て
い
る
」
に
、
「
千

に
改
め
、
別
記
一
の
三
の
３
の

人
世
帯

五
人
世
帯

円
、

円
、 二

総 に」」を別中 つ 一十の
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別
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別別

働
労

別別
備
考

第 号

別
一
号

に
改別

項

」

は
又
、

め
求

を
告

報
な

要
る

せ
さ

を
査

検
員

職
該

当

６
第

３
。

る
き

で
が

と
こ

ま
項

５
第

ら
か

項
３

第
条

で

記
第
十
三
号
様
式
の
注
１
中
「

条
８

第

」
に
改
め
、
同
注
２
中
「第

附

則

の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行 救

害
災

の
等
長

の
関

機
政

行
定

指
条

６
第

査
検
入

立
で

ま
項

３
第

ら
か

項
１

第
又
項

１
第

が
員

職
該

当
４

帯
携
を

票
証

す
項

２
第

は
な

ら
な

ば
れ

け
な

し
）
略

省
項

５
第

検
入
立

の
事

知
県

府
道

都
第

）
等

査
に

定
規
の

項
１

第
条

前
条

管
保
の

資
物

、
し

用
り

よ

事
知

県
府

は
又

、
じ

命
を

、
設
施

に
員

職
該

当
、

は
ち
立

に
所

場
る

せ
さ

管
保

知
県

府
道

都
２

査
検

り
入

項
１

第
条

前
、

は
事

記
第
五
号
様
式
の
注
中
「

労
生

厚

記
第
八
号
様
式
中
「第

臣
大

１
第

条

」
を
「

臣
大

理
総

閣
内

」
に

記
第
十
一
号
様
式
の
注
２
中
「第

記
第
十
二
号
様
式
の
表
中
「第

以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め

理
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
、
当
該

定
す
る
。

記
二
中
「
第
二
十
四
条
第
五
項
」

」
を
「
第
四
条
第
一
号
」
に
改
め

め
る
。

記
第
一
号
様
式
か
ら
別
記
第
四

に
、
「

臣
大

働
労

生
厚

」
を
「内

せ
さ
管

保
を

資
物

該
当

に

、
は

定
規

の

所
場

る
あ

て

す
用

準
に

合
場

の
項

２
前項

１
第

条

」
を
「

第
条

７
第

項
２

第
条

」
を
「

２
第

条
７

第

す
る
。

の
）
略

省
）

等

粋
抜

法
助

場
る
入

ち
立

り
よ

に
定

規

管
を

設
施

。
い

そ
、
は

合

し
若

屋
家

、
地

土
、

し
理

め
た

る
す

用
収

を
資

物
く

家
、
地

土
と
る

あ
が

要
必

場
る

す
在
所

の
資

物
、

屋
き

で
が

と
こ

る
せ

さ
を

所

資
物
り

よ
に

定
規

の
。
る

者
た

せ
さ

管
保

を

臣
大

働

」
を
「

項

臣
大

理
総

閣
内

」
を
「

項
１

第
条

７
第

」
に

改
め
る
。項

２
第

条

」
を
「

項
１

第
条

２
第

条
７

第

」
を
「第

項
１

第
条

る
。

）
裏

救
助
の
程
度
、
方
法
及
び
期
間

を
「
第
七
条
第
五
項
」
に
改
め

、
別
記
二
の
二
中
「
第
十
条
第

号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「第

臣
大

理
総

閣

条

」
に
改
め
る
。

。
る

り
入
ち
立
に項
１

」
に
、
「第

条

」
を

項

」
に
改
め
る
。

使
を
資
物

は

示
を
分
身

の

を
資
物
は

又
道
都
、
は

き

必
、
し
対

に

」
に
改
め
る
。

改
め
、
同
様
式
の
注
中
「

項

生
厚

」
に
改
め
る
。

」
に
改
め
、
同
様
式
の
裏
の

を
超
え
て
別
に
特
別
基
準
を
設

、
別
記
二
の
一
中
「
第
十
条
第

五
号
」
を
「
第
四
条
第
五
号
」

項
１

第

」
を
「

１
第

条
９

第

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る

（
就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
の

第
三
条
第
一
項
中
「
省
令
第

は
」
に
、
「
又
は
」
を
「
に
、

め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
条

第
五
条
中
「
第
二
十
四
条
第

第
十
二
条
の
見
出
し
中
「
書

条
及
び
第
十
条
の
二
」
を
「
第

の
七
、
省
令
第
十
条
の
八
、
省

療
機
関
等
」
を
「
病
院
等
」
に

生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十

山
口
県
規
則
第
三
十
五
号

生
活
保
護
法
施
行
細
則

生
活
保
護
法
施
行
細
則
（
昭

る
。 山

口
県
災
害
救
助
基
金
規
則

正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
三
十
七
条
」

第
二
条
中
「
第
四
十
一
条
第

第
五
条
中
「
第
三
十
八
条
」

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か

山
口
県
災
害
救
助
基
金
規
則

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十

山
口
県
規
則
第
三
十
四
号

山
口
県
災
害
救
助
基
金

。申
請
）

二
条
第
一
項
の
書
面
は
、
」
を

同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
三
項
の
書
面
」
を
「
第
一
条
第

六
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
十
項

類
」
を
「
指
定
医
療
機
関
等
に
係

十
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
省
令

令
第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項

改
め
る
。

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

七
日

山
口

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

和
五
十
八
年
山
口
県
規
則
第
八
号

（
昭
和
四
十
年
山
口
県
規
則
第
八

を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
る
。

三
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
号

を
「
第
二
十
三
条
」
に
改
め
る
。

ら
施
行
す
る
。

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

七
日

山
口

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

三

「
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
申
請

同
条
第
一
項
の
申
請
書
は
」
に

五
項
の
申
請
書
」
に
改
め
る
。

」
に
改
め
る
。

る
書
類
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第

第
十
条
の
六
第
二
項
、
省
令
第
十

並
び
に
省
令
第
十
五
条
」
に
、
「

布
す
る
。

県
知
事

村

岡

嗣

政

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

」
に
改
め
る
。

に
公
布
す
る
。

県
知
事

村

岡

嗣

政

書改十条医 す 改



平成 年 月 日 金曜日 山 口 （定期）県 報 第 号

第
十号別
三
条

省
令
第
十
八
条
の
四
第
一

様
式
）
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

記
第
七
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改

項
の
申
請
書
は
、
就
労
自
立
給

い
。

め
る
。

付
金
申
請
書
（
別
記
第
二
十
六
況
状

の
入
収
び

及
産
資

２

に
律

法
の
他
び

及
況
状
の

保
の
他

４

態
状
康
健

３

定

出
支

５

に
関
機

施
実
の
護

況
状

の

、
き
つ
に
）

。
る
限
に

項等

社
貴

下
以行

銀
は

い
と
」

等
署
公
官

う

し
若

私
、
社
会
託

信
、

こ
る

め
求
を
告

報
に
）
。

事
祉
福
会
社

貴
、
た
ま

と

て
い
つ

に
と
こ
る

す

所
務

あ
は
障
支
も

て

び
及

私
、

び
及
名
氏

１

。
ん

せ
ま
り

護
保
活
生

所
居

は
又
所
住

く
除

を

の
護

保
る
よ
に
法

事

の
行
施

の
定
規
の

）
。

項

第

て
い

お
に
後
止
廃

護
保 式
様
号

７

福
会
社

同

）
係

関
条
３
第

く
し
若

業
生

長
所

務
事
祉

る
め

活
職

求
は

又
労
就
は

）
。

む
含

を
況

状
の

助
扶

び
及

定
決

の
護

保
る

け
お

の
施
実

公
官

が
長

所
務

事
祉

福
会

な
要

必
に
）

。
う

日
、
署

の
私

は
く

若
覧
閲

の
類

書

に

他
の
そ

主
雇

の
員

帯
世

査
調

の
長

。
す

ま
し
意
同

私

し
対

に
求

要
告
報
は

又

い
て

し
意
同

が
員

帯
世

の

実
は
く

し
若

定
決

記

旨
る

必
に

め
た

第
法
同

は
又

施

は

私
、
は

き
と

る
あ

が
要

は
て
い

つ
に

５
び

及
２

、

員
帯

世

主
帯

世

様

意

護
保

者
務

義
養

扶
、

況
状

の
動

構
機

金
年

本

況
状

養
扶

の

く
し

合
組

済
共
は

く
し

若

、
め

求
を

供
提

の
料

資
は人

係
関

又

下
以

署
公

官
、

い
と

」
等

行
銀

を

告
報

が
等

行
銀

は
又
等

に
等

行
銀

は
又
等

署
公

官

名
氏

所
住

え
伝

名
氏

所
住

第
は
く

し
若

条
条

員
帯
世

の
私

び
及

項
３

第

て
け

受
を

の
記

下
る

係
に

書

事
る

け
お

に
間

期
た
い

名
氏

所
住

日
月

年

名
氏

所
住

四



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 （定期）報 第 号

別
入

収
別

記
第
十
八
号
様
式
中
「第

第
条

」
に
改
め
る
。

記
第
二
十
五
号
様
式
の
次
に
次
の

項
６

」
を
「第

第
条

項

」

一
様
式
を
加
え
る
。

に
、
「

産
資

」
を
「

び
及
産

資

し
と
要
必
を
護

保 況 状 の

由
事
た
っ
な
く

な

ら
か

す
で
り
お

と
の
記
下

ま
し
請
申

て
え
添
を

類

、

。
す

帯 世

氏

第
式
様
号

第

事
祉
福

会
社

就

）
係

関
条

長
所

務

男 男 男

よ
に

定
規

の
法

護
保

活
生

記

労
就
る

男 男
主

帯
世

性
柄

続
名

申

様

請
申

金
付

給
立

自
労

者
請

五

日
月

年
女

・

日
月

年
女

・

日
月

年
女

・

、
を

給
支

の
金
付

給
立

自
書
係

関

日
月

年
女

・

日
月

年
生

別

日
月

年
女

・

名
氏

所
住

日
月

年

書



平成 年 月 日 金曜日

山
農

の
規

山 口

山
主

の
市そ

す
る

（定期）県 報

救
り
、名

萩
む

第 号

こ
山

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

市
町
名

面
積
（
ア
ー

山
口
市

三
、
八
九
五

周
南
市

四
、
八
〇
六

口
県
告
示
第
二
百
十
四
号

地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す

定
に
よ
り
、
農
用
地
利
用
配
分
計

口
県
告
示
第
二
百
十
三
号

要
農
作
物
種
子
法
（
昭
和
二
十
七

町
の
区
域
内
の
ほ
場
を
平
成
二
十

の
関
係
書
類
は
、
山
口
県
農
林
水

。平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭

次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
し
て
認

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

称

所

ら
た
病
院

萩
市
大
字

附

則

の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月

告

口
県
告
示
第
二
百
十
二
号

山
口
県
知

ル
）

る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律

画
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
三

六
年
産
の
水
稲
の
指
定
種
子
生

産
部
農
業
振
興
課
及
び
関
係
市

山
口
県
知

和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）

定
し
た
。

山
口
県
知

在

地

今
古
萩
町
三
〇
の
一

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

示

事

村

岡

嗣

政

第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

産
ほ
場
と
し
て
指
定
し
た
。

役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供

事

村

岡

嗣

政

第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

事

村

岡

嗣

政

認
定
が
効
力
を
有
す
る
期
限

平
成
二
九
、

七
、
二
三

業
建
設
部
農
林
課
に
備
え
置
い

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在

大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ

魚
つ
き

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し

土
地
改
良
区
の
名
称

柳
井
市
土
地
改
良
区

山
口
県
告
示
第
二
百
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法

安
林
の
指
定
を
次
の
と
お
り
解

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十

山
口
県
告
示
第
二
百
十
五
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四

地
改
良
区
の
土
地
改
良
事
業
計

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十

一

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の

賃
借
権
の
設
定
等

氏
名
又
は
名
称

農
事
組
合
法
人
里
山
う
つ

ぎ

宇四

二

認
可
年
月
日

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十

て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口

場
所

家
房
字
打
ノ
前
三
四
〇
の
五
（
次

た
目
的

、
そ
の
図
面
を
山
口
県
農
林
水
産

施
行
地
区

事
業
の

見
貫
池
地
区

た
め
池
の

律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六

除
す
る
予
定
で
あ
る
。

七
日

年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十

画
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し

七
日

山
口

概
要

を
受
け
る
者

賃

住

所

所

部
市
大
字
棯
小
野
一
〇

五

宇
部
市
大

ノ
堀
五
一

五
日

県
知
事

村

岡

嗣

政

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

部
森
林
整
備
課
及
び
周
防
大
島
町

種
類

認

可

年

月

日

整
備

平
成
二
六
、

六
、
一

条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

た
。

県
知
事

村

岡

嗣

政

借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地

在

面

積

（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

字
棯
小
野
字
三

ほ
か
四
二
筆

一
〇
五
、
七
三
三

六

産 六保 土

告

示



平成

一

年 月 日 金曜日

市
役

山 口 県

四広
二三

（定期）報

一
二八九二

第 号

山
森

二
十

予
定

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係

山
口
市
徳
地
引
谷
字
僧
ケ
浴
六
六

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、

所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

の
一
、
四
二
一
四
の
三

周
南
市
大
字
金
峰
字
久
三
郎
一
九

一
九
〇
九
か
ら
一
九
一
一
ま
で

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係

山
口
市
徳
地
引
谷
字
生
山
四
一
の

、
徳
地
船
路
字
野
谷
越
九
六
七
の

の
一
、
九
六
八
の
六
、
九
六
八
の

六
九
の
四
一
、
九
六
九
の
五
〇

、
九
七
〇
の
四
二
、
九
七
〇
の
四

岩
国
市
錦
町
広
瀬
字
小
茅
野
一
四

口
県
告
示
第
二
百
十
七
号

林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二

九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産

で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

る
保
安
林
の
所
在
場
所

六
か
ら
六
七
一
ま
で

と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立

標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す

と
お
り
と
す
る
。

そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林

。
）

〇
一
、
字
わ
き
山
一
九
〇
二
、

め
な
い
。

山
口
県
知

る
保
安
林
の
所
在
場
所

一
、
四
一
の
二
、
四
一
の
九
、

一
、
九
六
七
の
三
三
、
九
六
七

八
か
ら
九
六
八
の
一
九
ま
で
、

、
九
六
九
の
五
一
、
字
宮
河
内
鳥

七
か
ら
九
七
〇
の
五
一
ま
で
、

五
六
の
二
五
、
一
四
五
六
の
四

百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の

大
臣
か
ら
保
安
林
の
指
定
施
業

木
の
所
在
す
る
市
町
に
係
る
市

る
。

水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
関
係

一
九
〇
四
、
一
九
〇
五
、
字
長

事

村

岡

嗣

政

字
杉
山
四
二
の
二
、
四
二
の
二

の
三
六
、
字
宮
河
内
長
迫
九
六

字
宮
河
内
七
町
九
六
九
の
一
、

落
九
七
〇
の
一
、
九
七
〇
の

字
下
田
床
一
三
九
六

六
、
一
四
五
八
の
一
、
四
二
一

三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

要
件
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る

米
光

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

山
口
県
告
示
第
二
百
十
八
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
六
項

二
十
二
年
山
口
県
告
示
第
三
百

り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

町
村
森
林
整
備
計
画
で

４

間
伐
に
係
る
森
林
は

立
木
の
伐
採
の
限
度
並

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の

産
部
森
林
整
備
課
及
び
関
係
市

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て

岩
国
市
阿
品
字
日
宛

部
分
に
限
る
。
）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を

岩
国
市
持
国
字
岡
畑
一
〇

三
七
の
一
か
ら
四
三
七
の
三

周
南
市
大
字
須
万
字
柏
ケ

谷
一
〇
六
八
の
二
、
一
一
七

一
・
字
奥
東
平
三
二
五
の
一

字
大
谷
一
八
五
二
、
一
八
五

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ

け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進

の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒

八
十
三
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た

七
日

山
口

定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹

と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図

役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

道
二
八
七
の
一
・
二
八
八
の
一
（

い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当

、
阿
品
字
日
宛
道
二
八
七
の
一
、

ま
で
、
四
五
二
、
御
庄
字
市
の
後

谷
二
一
七
、
二
一
八
、
字
市
ケ
迫

三
の
二
、
大
字
鹿
野
中
字
ヨ
セ
ギ

（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に

三
、
字
中
尾
一
八
七
八
、
字
立
畠

た
目
的

七

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法

区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平

区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と

県
知
事

村

岡

嗣

政

と
す
る
。

種面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林

る
。
）

以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示

定
め
な
い
。

該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
に
係
る

二
八
八
の
一
、
柱
島
字
奥
大
津
江

六
三
九
の
一

七
九
二
か
ら
七
九
五
ま
で
、
字
上

三
二
二
の
一
・
字
奥
西
平
三
二
三

示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
大
字
金

一
八
九
二

律成お 水 す市 四長の峰



平成 年 月 日 金曜日

土
第
五

（
平

定
を

一

山 口

二三港
湾

山

（定期）県 報

土
第
五

る
。

一

第 号

三港
湾

山

米
光

砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土

十
七
号
）
第
八
条
第
八
項
の
規

成
二
十
二
年
山
口
県
告
示
第
三
百

次
の
と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

口
県
告
示
第
二
百
二
十
号

砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土

十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

区
域
の
名
称

米
光

次
の
図
の
と
お
り

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

口
県
告
示
第
二
百
十
九
号

砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関

定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒

八
十
四
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ

山
口
県
知

然
現
象
の
種
類

図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂

。
）

砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関

定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

山
口
県
知

然
現
象
の
種
類

図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂

。
）

す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

た
区
域
の
全
部
に
つ
い
て
の
指

事

村

岡

嗣

政

防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河
川

す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

と
し
て
次
の
区
域
を
指
定
す

事

村

岡

嗣

政

防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河
川

港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に

公

（
二
〇
二
）
国
土
調
査
の
成
果

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六

の
成
果
を
次
の
と
お
り
認
証
し

米
光

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

急
傾
斜
地
の
崩
壊

四

建
築
物
の
構
造
の
規
制
に

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し

山
口
県
告
示
第
二
百
二
十
一

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お

第
五
十
七
号
）
第
八
条
第
一
項

す
る
。平

成
二
十
六
年
六
月
二
十

一

区
域
の
名
称

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し

港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に

供
す
る
。
）

告

の
認
証

年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条

ま
し
た
。

な
る
自
然
現
象
の
種
類

必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築

号
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進

の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別

七
日

山
口

な
る
自
然
現
象
の
種
類

、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築

供
す
る
。
）

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
調

部
砂
防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法

警
戒
区
域
と
し
て
次
の
区
域
を
指

県
知
事

村

岡

嗣

政

部
砂
防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河

八

査 川 律定 川

公

告



平成

寄

年 月 日 金曜日

二三
化

山 口 県

特
り
特同

月
十

縦
覧

一

（定期）報

美二（
二

第 号

一国行名下

与
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
六
年
六
月
十
一
日

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法

名

称

田

代

表

者

の

氏

名

田

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

熊

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

田
布
施
町
民
及
び
田
布
施
町
を
訪

を
図
り
豊
か
な
自
然
環
境
を
創
出

定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十

定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認

項
第
一
号
、
第
二
号
イ
、
第
五
号

一
日
ま
で
の
間
、
山
口
県
環
境
生

に
供
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

祢

市

平
成
二
十
二
年
六
月
八
日

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十

認
証
年
月
日

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

〇
三
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

国
土
調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称
等

土
調
査
を

っ
た
者
の

称

国
土
調
査
を
行
っ

関

市

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十

人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及

布
施
町
ま
る
ご
と
公
園
化
プ
ロ

川

一
郎

毛
郡
田
布
施
町
大
字
麻
郷
三
四

れ
る
方
々
に
対
し
、
遊
休
農
林

す
る
た
め
の
諸
事
業
を
行
い
、

年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一

証
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

、
第
七
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ

活
部
県
民
生
活
課
及
び
山
口
県

山
口
県
知

か
ら
三
日
ま
で

美
祢
市
地
籍
図

美
祢
市
地
籍
簿

設
立
の
認
証
の
申
請

山
口
県
知

た
期
間

成
果
の
名
称

八
日
か
ら

七
日
ま
で

下
関
市
地
籍
図

下
関
市
地
籍
簿

び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

ジ
ェ
ク
ト

三
九
番
地
の
一
〇

地
有
効
利
用
に
よ
る
地
域
活
性

自
律
的
な
地
域
社
会
の
形
成
に

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

る
書
類
は
、
平
成
二
十
六
年
八

柳
井
県
民
局
に
お
い
て
公
衆
の

事

村

岡

嗣

政

東
厚
保
町
山
中
の
一
部

事

村

岡

嗣

政

国
土
調
査
を
行
っ
た
地
域

豊
北
町
大
字
田
耕
の
一
部

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
六
年
六
月
五
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利

名

称

代

表

者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

（
二
〇
五
）
特
定
非
営
利
活
動

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（

と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人

変
更
後
の
定
款
並
び
に
当
該

書
及
び
活
動
予
算
書
は
、
平
成

び
山
口
県
萩
県
民
局
に
お
い
て

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
六
年
六
月
四
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利

名

称

代

表

者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

（
二
〇
四
）
特
定
非
営
利
活
動

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（

と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人

変
更
後
の
定
款
は
、
平
成
二

山
口
県
宇
部
県
民
局
に
お
い
て

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十

山
口

活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏

特
定
非
営
利
活
動
法
人
長
門

福
田

修
三

長
門
市
油
谷
新
別
名
九
六
四

法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申

平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十

の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が

定
款
の
変
更
の
日
の
属
す
る
事
業

二
十
六
年
八
月
五
日
ま
で
の
間
、

公
衆
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

七
日

山
口

活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏

特
定
非
営
利
活
動
法
人
山
口

小
柴

久
子

宇
部
市
大
字
際
波
三
五
九
番

法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申

平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十

の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が

十
六
年
八
月
四
日
ま
で
の
間
、
山

公
衆
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

七
日

九

県
知
事

村

岡

嗣

政

名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

番
地

請五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

あ
り
ま
し
た
。

年
度
及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計

山
口
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
課

県
知
事

村

岡

嗣

政

名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

女
性
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

地
の
九
〇

請五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

あ
り
ま
し
た
。

口
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
課
及

の画及 のび



平成 年 月 日 金曜日

一

山 口

（
二海

の
規

う
。

の
計

（定期）県 報

一二

第 号

（
二特

と
お変

書
及

に
お

源
の
分
布
、
回
遊
状
況
、
資
源

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理

基
本
理
念

１

我
が
国
周
辺
水
域
に
お
け
る

移
し
て
い
る
が
、
低
水
準
に
と

ら
れ
、
本
県
海
域
に
お
い
て

図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の

用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

２

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
県

〇
七
）
山
口
県
の
海
洋
生
物
資
源

洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に

定
に
よ
り
、
山
口
県
の
海
洋
生
物

）
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
十

画
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
六
年
六
月
十
日

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法

名

称

特

代

表

者

の

氏

名

奥

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

宇

〇
六
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の

定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款

更
後
の
定
款
並
び
に
当
該
定
款
の

び
活
動
予
算
書
は
、
平
成
二
十
六

い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

の
内
容
、
当
該
資
源
を
取
り
巻

に
関
す
る
方
針

海
洋
生
物
資
源
は
、
近
年
全
体

ど
ま
っ
て
い
る
資
源
や
資
源
水

も
同
様
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

基
幹
と
な
る
海
洋
生
物
資
源
を

る
。

と
し
て
は
、
国
及
び
関
係
機
関

の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
計

関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律

資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第

山
口
県
知

山
口
県
知

人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及

定
非
営
利
活
動
法
人
ラ
イ
フ
ワ

谷

祐
司

部
市
新
天
町
一
丁
目
三
番
五
号

定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請

年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条

の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
り

変
更
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度

年
八
月
十
一
日
ま
で
の
間
、
山

く
環
境
等
に
つ
い
て
の
科
学
的

と
し
て
お
お
む
ね
安
定
的
に
推

準
が
悪
化
し
て
い
る
資
源
も
見

今
後
と
も
水
産
業
の
発
展
を

適
切
に
管
理
し
、
合
理
的
に
利

と
連
携
し
、
特
定
海
洋
生
物
資

画
の
変
更
の
公
表

第
七
十
七
号
）
第
四
条
第
七
項

る
計
画
（
以
下
「
計
画
」
と
い

五
項
の
規
定
に
よ
り
、
変
更
後

事

村

岡

嗣

政

事

村

岡

嗣

政

び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

ー
ク
支
援
機
構

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

ま
し
た
。

及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画

口
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
課

ま
い
わ
し

れ
る
第
一
種
特
定
海
洋
生
物

せ
る
こ
と
な
く
、
漁
獲
実
績

区

分

ま
あ
じ

的
か
つ
計
画
的
な
資
源
管

二

第
一
種
特
定
海
洋
生
物
資

事
項本

県
に
定
め
ら
れ
た
第
一

五
年
及
び
平
成
二
十
六
年
の

し
、
ま
あ
じ
に
つ
い
て
は
、

画
に
基
づ
き
、
数
量
を
変
更

ま
た
、
過
去
に
お
い
て
漁

２

国
の
基
本
計
画
に
よ

に
つ
い
て
本
県
に
定
め

３

漁
獲
可
能
量
及
び
漁

な
指
導
及
び
監
督
を
行

資
源
管
理
指
針
・
資
源

持
続
的
な
漁
業
生
産
を

を
定
め
た
資
源
管
理
指
針

を
内
容
と
す
る
資
源
管
理

知
見
を
踏
ま
え
、
漁
業

係
者
の
意
見
を
聴
い
た

に
、
海
洋
生
物
資
源
を

よ
り
、
漁
業
の
発
展
と

漁
獲
量
及
び
漁
獲
努
力

１

資
源
量
に
応
じ
た
漁

定
海
洋
生
物
資
源
ご
と

な
管
理
措
置
を
講
じ
る

平
成
二
十
五
年
一
月
か
ら
同
年
十
二
月

資
源
に
つ
い
て
は
、
「
若
干
」
と

が
前
年
の
漁
獲
実
績
程
度
と
な
る

期

平
成
二
十
五
年
一
月
か
ら
同
年
十
二
月

平
成
二
十
六
年
一
月
か
ら
同
年
十
二
月

理
を
図
る
。

源
の
種
類
ご
と
の
漁
獲
可
能
量
の

種
特
定
海
洋
生
物
資
源
の
種
類
ご

管
理
の
対
象
と
な
る
期
間
及
び
数

漁
場
の
形
成
状
況
が
毎
年
大
き
く

す
る
こ
と
が
あ
る
。

獲
実
績
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
こ

り
決
定
さ
れ
た
第
二
種
特
定
海
洋

ら
れ
た
量
に
対
し
て
、
適
切
な
管

獲
努
力
可
能
量
を
適
切
に
管
理
す

う
。

管
理
計
画
の
推
進

確
保
す
る
た
め
、
海
洋
生
物
資
源

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に

計
画
に
つ
い
て
、
漁
業
者
等
に
よ

の
経
営
状
況
等
に
十
分
配
慮
し
つ

上
で
、
そ
の
自
主
的
な
海
洋
生
物

持
続
的
に
利
用
す
る
た
め
の
適
切

水
産
物
の
供
給
の
安
定
を
図
る
。

量
の
管
理

獲
を
実
現
す
る
た
め
、
国
の
基
本

の
漁
獲
可
能
量
に
つ
い
て
本
県
に

。

ま
で

若
干

し
、
現
状
の
漁
獲
努
力
量
を
増
加

よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

間

数

量

ま
で

六
、
〇
〇
〇
ト
ン

ま
で

六
、
〇
〇
〇
ト
ン

管
理
の
対
象
と
な
る
数
量
に
関
す

と
の
漁
獲
可
能
量
に
係
る
平
成
二

量
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
た

変
化
す
る
こ
と
か
ら
、
国
の
基
本

と
に
よ
る
影
響
が
少
な
い
と
認
め

生
物
資
源
ご
と
の
漁
獲
努
力
可
能

理
措
置
を
講
じ
る
。

る
た
め
、
漁
業
者
等
に
対
し
、
必

ご
と
の
資
源
管
理
の
方
向
性
や
内

基
づ
き
、
具
体
的
な
資
源
管
理
措

る
作
成
及
び
実
施
を
推
進
し
、
総

つ
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
及
び

資
源
の
管
理
を
推
進
す
る
と
と

な
資
源
管
理
措
置
を
講
じ
る
こ
と

計
画
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
第
一
種

定
め
ら
れ
た
数
量
に
対
し
て
、
適

一
〇

さ る十だ計ら 量要容置合 関もに特切



平成 年 月 日 金曜日

四

山 口 県 （定期）報

源五た本響ら

第 号

三

資
源
管
理
及
び
合
理
的
な
漁
業
経

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
漁
獲
実
績
が

ま
い
わ
し す

く
い
網
漁
業

定
置
漁
業
権
に
基
づ
く
定

定
置
漁
業
」
と
い
う
。
）

第
一
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
知
事

ま
あ
じ

中
型
ま
き
網
漁
業
に
つ
い
て
は

た
め
、
当
該
漁
業
者
間
の
話
合
い

ま
た
、
小
型
ま
き
網
漁
業
、
敷

区

分

採

捕

の

ま
あ
じ

中
型
ま
き
網
漁
業

小
型
ま
き
網
漁
業

敷
網
漁
業

の
採
捕
の
種
類
別
、
海
域
別
又
は

本
県
に
定
め
ら
れ
た
第
一
種
特
定

年
及
び
平
成
二
十
六
年
の
数
量
に

だ
し
、
ま
あ
じ
に
つ
い
て
は
、
漁

計
画
に
基
づ
き
、
数
量
を
変
更
す

な
お
、
海
域
別
及
び
期
間
別
の
数

ま
た
、
過
去
に
お
い
て
漁
獲
実
績

が
少
な
い
と
認
め
ら
れ
る
漁
業
に

れ
る
漁
業
に
つ
い
て
は
、
明
示
し

平
成
二

ま
さ
ば
及
び
ご
ま
さ
ば

平
成
二

平
成
二

第
一
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
の
種

営
の
確
立
等
を
推
進
し
な
が
ら

前
年
の
漁
獲
実
績
程
度
と
な
る

若
干

置
漁
業
（
以
下
「
大
型

若
干

管
理
量
に
関
し
実
施
す
べ
き
施

、
漁
業
者
に
よ
る
自
主
的
な
漁

を
進
め
る
。

網
漁
業
、
す
く
い
網
漁
業
及
び 数

種

類

平
成
二
十

四
、
八
〇
〇

若
干

若
干

期
間
別
の
数
量
に
関
す
る
事
項

海
洋
生
物
資
源
の
種
類
ご
と
の

つ
い
て
、
採
捕
の
種
類
別
の
数

場
の
形
成
状
況
が
毎
年
大
き
く

る
こ
と
が
あ
る
。

量
は
、
定
め
な
い
。

が
あ
る
も
の
の
、
第
一
種
特
定

つ
い
て
は
、
「
若
干
」
と
し
、

な
い
こ
と
と
す
る
。

十
六
年
一
月
か
ら
同
年
十
二
月
ま
で

十
五
年
七
月
か
ら
平
成
二
十
六
年
六

十
六
年
七
月
か
ら
平
成
二
十
七
年
六

類
ご
と
の
漁
獲
可
能
量
に
つ
い

、
現
状
の
漁
獲
努
力
量
を
増
加

よ
う
に
努
め
る
。

若
干

若
干

策
に
関
す
る
事
項

獲
可
能
量
の
管
理
を
推
進
す
る

大
型
定
置
漁
業
に
つ
い
て
は
、

量

五
年

平
成
二
十
六
年

ト
ン

四
、
八
〇
〇
ト
ン

若
干

若
干

漁
獲
可
能
量
に
係
る
平
成
二
十

量
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

変
化
す
る
こ
と
か
ら
、
国
の
基

海
洋
生
物
資
源
に
対
し
て
、
影

ほ
と
ん
ど
影
響
し
な
い
と
認
め

若
干

月
ま
で

若
干

月
ま
で

若
干

て
、
第
一
種
特
定
海
洋
生
物
資

ま
こ
が
れ

い

小
型
機
船
底
び
き
網

種
漁
業
及
び
手
繰

さ
わ
ら

さ
わ
ら
流
網
漁
業

五

第
二
種
特
定
海
洋
生
物
資

る
事
項

本
県
に
定
め
ら
れ
た
第
二

二
十
五
年
及
び
平
成
二
十
六

る
海
域
及
び
期
間
並
び
に
量

区

分

採

捕

の

力
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

ま
た
、
小
型
ま
き
網
漁

資
源
管
理
及
び
合
理
的
な

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
漁
獲

す
る
め
い
か

大
型
定
置
漁
業
に
つ
い

ら
、
現
状
の
漁
獲
努
力
量

る
よ
う
に
努
め
る
。

中
型
ま
き
網
漁
業
に
つ

力
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

ま
た
、
小
型
ま
き
網
漁

資
源
管
理
及
び
合
理
的
な

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
漁
獲

ま
さ
ば
及
び
ご
ま
さ
ば

中
型
ま
き
網
漁
業
に
つ

漁
業
（
手
繰
第
二

第
三
種
漁
業
に
限

周
防
灘

平一十 十月

瀬
戸
内
海

平十月平一月

瀬
戸
内
海

平一月

源
の
種
類
ご
と
の
漁
獲
努
力
可
能

種
特
定
海
洋
生
物
資
源
の
種
類
ご

年
の
管
理
の
対
象
と
な
る
採
捕
の

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

種

類

海

域

平

な
く
、
漁
獲
実
績
が
前
年
の
漁
獲

業
、
敷
網
漁
業
、
す
く
い
網
漁
業

漁
業
経
営
の
確
立
等
を
推
進
し
な

実
績
が
前
年
の
漁
獲
実
績
程
度
と

て
は
、
資
源
管
理
及
び
合
理
的
な

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
漁
獲

い
て
は
、
許
可
隻
数
等
に
つ
い
て

な
く
、
漁
獲
実
績
が
前
年
の
漁
獲

業
、
敷
網
漁
業
、
す
く
い
網
漁
業

漁
業
経
営
の
確
立
等
を
推
進
し
な

実
績
が
前
年
の
漁
獲
実
績
程
度
と

い
て
は
、
許
可
隻
数
等
に
つ
い
て

一
一

成
二
十
五
年
一
月

日
か
ら
同
年
二
月

日
ま
で

一
一
、
六
八
五

六
日
か
ら
同
年
七

三
十
一
日
ま
で

六
、
七
八
七

成
二
十
六
年
六
月

六
日
か
ら
同
年
七

三
十
一
日
ま
で

六
、
七
八
七

成
二
十
五
年
九
月

日
か
ら
同
年
十
一

三
十
日
ま
で

一
三
、
四
五
五

成
二
十
六
年
九
月

日
か
ら
同
年
十
一

三
十
日
ま
で

一
三
、
四
五
五

量
の
管
理
の
対
象
と
な
る
量
に
関

と
の
漁
獲
努
力
可
能
量
に
係
る
平

種
類
並
び
に
当
該
採
捕
の
種
類
に

期

間

量
（
隻
日
）

成
二
十
五
年
六
月

実
績
程
度
と
な
る
よ
う
に
努
め
る

及
び
大
型
定
置
漁
業
に
つ
い
て
は

が
ら
、
現
状
の
漁
獲
努
力
量
を
増

な
る
よ
う
に
努
め
る
。

漁
業
経
営
の
確
立
等
を
推
進
し
な

実
績
が
前
年
の
漁
獲
実
績
程
度
と

現
状
ど
お
り
と
し
、
現
状
の
漁
獲

実
績
程
度
と
な
る
よ
う
に
努
め
る

及
び
大
型
定
置
漁
業
に
つ
い
て
は

が
ら
、
現
状
の
漁
獲
努
力
量
を
増

な
る
よ
う
に
努
め
る
。

現
状
ど
お
り
と
し
、
現
状
の
漁
獲

す成係 。、加がな 努。、加努



平成 年 月 日 金曜日

七
る事

八
況調

山 口 （定期）県 報 第 号

六
物二次

第
二
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
知
事

瀬
戸
内
海
広
域
漁
業
調
整
委
員
会

と
と
も
に
、
第
二
種
特
定
海
洋
生

に
報
告
さ
れ
る
よ
う
な
体
制
の
整

そ
の
他
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理

の
把
握
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら

査
及
び
研
究
の
充
実
強
化
を
更
に

ま
こ
が
れ

い

小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業

網
漁
業
及
び
け
た
網
漁
業

区

分

採

捕

の

さ
わ
ら

さ
わ
ら
・
た
い
・
ま
な
が

網
漁
業

る
。
）

第
二
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
の
種

資
源
の
採
捕
の
種
類
別
、
海
域
別

本
県
に
定
め
ら
れ
た
第
二
種
特
定

十
五
年
及
び
平
成
二
十
六
年
の
量

の
と
お
り
と
す
る
。

管
理
努
力
量
に
関
し
実
施
す
べ

の
指
示
す
る
操
業
制
限
等
に
従

物
資
源
知
事
管
理
努
力
量
に
係

備
を
進
め
る
。

び
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
に

、
漁
獲
情
報
を
的
確
に
把
握
す

進
め
る
。

周
防
灘

平
成
二
十

一
日
か
ら

月
三
十
日

（
え
び
こ
ぎ

に
限
る
。
）

周
防
灘

平
成
二
十

一
日
か
ら

十
日
ま
で

平
成
二
十

一
日
か
ら

十
日
ま
で

種

類

海

域

期
平
成
二
十

十
六
日
か

月
三
十
一

安
芸
灘
及

び
伊
予
灘

平
成
二
十

十
六
日
か

月
三
十
一

つ
お
流
さ
し

平
成
二
十

一
日
か
ら

月
三
十
日

平
成
二
十

一
日
か
ら

十
日
ま
で

類
ご
と
の
漁
獲
努
力
可
能
量
に

又
は
期
間
別
の
量
に
関
す
る
事

海
洋
生
物
資
源
の
種
類
ご
と
の

に
つ
い
て
、
採
捕
の
種
類
別
、

き
施
策
に
関
す
る
事
項

っ
て
操
業
す
る
よ
う
に
指
導
す

る
漁
獲
努
力
量
等
が
迅
速
に
知

は
、
詳
細
か
つ
正
確
な
資
源
状

る
と
と
も
に
、
資
源
に
関
す
る

六
年
九
月

同
年
十
一

ま
で

一
三
、
四
五
五

五
年
一
月

同
年
二
月

一
一
、
六
八
五

六
年
一
月

同
年
二
月

一
一
、
六
八
五

間

量
（
隻
日
）

五
年
六
月

ら
同
年
七

日
ま
で

六
、
七
八
七

六
年
六
月

ら
同
年
七

日
ま
で

六
、
七
八
七

五
年
九
月

同
年
十
一

ま
で

一
三
、
四
五
五

六
年
一
月

同
年
二
月

一
一
、
六
八
五

つ
い
て
、
第
二
種
特
定
海
洋
生

項漁
獲
努
力
可
能
量
に
係
る
平
成

海
域
別
又
は
期
間
別
の
量
は
、

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十

雑

平
成
二
十
五
年
度
山
口

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法

に
よ
り
、
平
成
二
十
五
年
度
山

す
。

七
日山

口
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

報

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
決
算
の

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十

口
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
決
算理

事
長

中

村

秀

明

要
旨

二
号
）
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
し

一
二

定ま

雑

報
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算
計

益
損

び
及

表
照

対
借

要
の

書短
分

旨

理
管

金
託

預
期

長
期

宿
健

保
務

業

円
千

位
単

付
貸

金
貯

泊

）

一
三



平
成
二

平
成
二

平成 年 月 日 金曜日 山 口 定期）県 報 第 号

十
六
年
六
月
二
十
七
日
印
刷

十
六
年
六
月
二
十
七
日
発
行

発
行
所

山

口

発
行
人

山
口
県
県

庁
知
事

一
四


